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   Statistics on out-patients visited to our urological clinic from 1959 to 1963 were reported. 

   The total number of out-patients was 5,523. The percent distribution of diagnosis was 

recorded as the following order of frequencies : cystitis (16.8 %), upper urinary urolithiasis 

(10.3 %), nothing particular (8.5 %), gynecological tumor (6.3  %), prostatic tumor (6.2  %), 

bladder neurosis (5.5 %), renal tuberculosis (4.3  %), urethritis (4.2  %), phimosis (3.8  %), 

urethral stricture (3.0 %), sexual neurosis  (2.6  %) and bladder tumor (2.6 %).

I緒 言

戦後特 に最近数 年間に大多数 の大学医学部 に

泌尿器科教室 の開設 をみ,わ が京都府立医科大

学にあっ ては昭和39年(1964)5月 皮 膚科か ら

分離独立 し,飛 躍 の年を迎 える ことになった.

ここにわれわれは将来 の発展へ の礎 え とな る,

いわば教室の胎生期 ともい うべ き分立前5年 間

(1959～1963)の,泌 尿 器科 外来患者 に ついて

統計的観察を試 みた.

、II外 来 患者総数,男 女別な らび に年 度別 観

察(表1)

1959～1963年 に おける泌尿器科外来患 老総 数 は

5,523名で,そ のうち男子3 ,789名,女 子1,734名,男

女比は2.18=1.00で あ る.年 度別にみるとわずかつつ

であるが漸次増加の傾向にあり,男 女比では前3年 が

後2年 にくらべやや大である.

表1外 来患者総数,男 女別並に年度別観察

＼ 調195gi196・1196111962}1963計 睾男

男6117087878258623,789768.0

女2653213403934141,フ34346.8

計187611,・29!1,12・i1,2181,・ ・6ト523・ ・1…

男/女2.292,202.312.092.082.18

皿 年 令 構 成(表2)

5年 間 の10才 階 級 別 年 令構 成 は 表2の 如 くで あ る.
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表2年 令 構 成
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・一 ・ 嬰

1・-19婁

男20～29

女

男30～39

女

4・～・9髪

・・～59婁

・・～69婁

男70～79女

・・一 嬰

不 明 婁

計 婁

23
16

49
22

202

69

99

45

61

38

72

45

65
18

35
12

5

0

0

0

611

265

32
12

65
15

207

71

117

63

85

59

87

57

66

29

42

12

7

3

1

0

708

321

35

13

61

13

233

79

135

73

80

67

92

53

93

28

50

12

8

2

1

0

787

340

34

14

63

!9

212

71

153

83

84

75

98

76

116

36

53

17

12

2

0

0

825

393

45

8

62

20

247
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0
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239303
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9
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29.06
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20.13
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11.40

17.99

12、14
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6.31

3、69

1.27

0.52

/

/

3.064
.201.14

5.437
.041

.61

19.9326
.626

.68

!1.8418
.166

.32
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.67
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8.3311
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4.335
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.16
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.16

/
68.60100
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急勾配をもって20才 代が外来患者総数の26.6%,絶 対

多数を占め,次 いで30才 代18.2%,50才 代13.5%,40

才代12.7%,60才 代11.3%の 順に多 く,20才 代～60才

代5階 級で総数の82%を 占め50才 代に第2峯 がある.

これを男女別にみると多少異ってお り,男 子では20才

代に特に高く第2峯 は60才 代 にあるが,女 子では低い

峯が20才 代にあり以後50才 代までほぼ平均してお り梯

状をしている.

IV部 位臓器別に分類 した個々の疾患につい

ての観察

(イ)上 部尿路疾患

本群中には表3の 如き疾患が含まれてお り,そ の数

は1,159例.外 来総数の21.1%,部 位臓器別第2位 に

位している,こ の うち疾患別第2位 の 上部尿路結石

(外来総数の10.3%)と 同第7位 の腎結核(外 来総数

の4.3%)と 併せて本群の70%を 占めている.

上部尿路結石に膀胱および尿道結石を加えた尿路結

石を一括表示す ると,4表 の如くである.そ の数は615

例,上 部尿路結石は尿路結石の83.7%を 占めている.

上部尿路結石中の 疑診74例 を除き,部 位別に多い順

にあげると尿管結石(5.5%),腎 結石(2.5%),膀 胱結

石(1.6%),尿 道結石(0.3%)で ある.尿 路結石の部

位重複は,腎 と尿管15,尿 管 と膀胱5,腎 と膀胱4,

膀胱と尿道2,腎,尿 管と膀胱1で ある.男 女比でみ

ると腎結石2.5:1,尿 管結石4.3:1,膀 胱結石ユ1・

1,尿 道結石13:1,で 下方に進むにしたがい男子に

頻度が高くなる.

尿路および性器結核を一括表示すると,表5の 如 く

である.そ の数は 尿路結核237例 と性器結核94例 を合

せて331例,外 来総数の60%に あたる.尿 路結核では偏

腎結核(106)と 腎易ll後単腎症(100)と があい半ばし

て大多数を占め,男 女ほぼ同数である.性 器結核では

副聖丸結核が過半数,前 立腺結核がこれに次ぎ多い.

尿路および性器結核同時併発は,腎 と前立腺10,腎 と

副肇丸7.腎,副 聖丸と前立腺5の22例 である.

(ロ)膀 胱疾患

本群中には表6の 如 き疾患を含み,そ の数は1,556

例,外 来総数の28,2%,部 位臓器別第1位 に位する.

この うち膀胱炎(16.8%)は 疾患別の第1位 に位し,

本群の約60%を 占め,女 子に多 く男/女 比はO.74:

1.00.次 いで疾患別第6位 の膀胱神経症(5 .5%)は

本群の約20%を 占め,男 女ほぼ同数である.膀 胱腫瘍

は本群の第3位(2.6%)に あ る.
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表3上 部 尿 路 疾 患
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5
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1
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0
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0

0

O

O
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Q
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3.33
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/
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0.630
。890

.25

O.871
.520

.65

Q.000
.090

.09

O.040
.040

.00
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表4尿 路 結 石 症
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9

0

0

12

5

97

28

125

10

1

10

6

2

0

24

5

33

11

1
0

13

3

93

26

119

3851

13

5071

21

1正16

5

93114

21

150186

36

1・

5574

19

400

115

515

男99

女39

計138

男246

女57

計303

/

/

2.61

2.25

6.49

3.29

/

IO.56

6.63

1.79
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鱗 緻 に 対 すi・.4・1・.・ ・1・.521・ ・26i・ ・331
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表5尿 路 お よ び 性 器 結 核
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0
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0

0

0

1

0

16

9

29

19
48

4

4

5

4

0

1

0

1

3

0

9

H

22

22

44

3

9

14

3

1

0

O

O

7

4

27

18

45

2047

27

3659

23

1・

1・

1・

19

54100
46

126

111

237

0.53
1.56

0.95

1.33

0.OI

O.23

0.Ol

O.23

0.Ol

O.23

O。02

0.17

O.360
.850

.49

0.651
.070.42

0.070
.140

.07

0.070
.140

.07

0.040
.110

.07

0.llO
.160

.05

1.43

2.65
O.981

.810
.83

3.33

6.40

外来総数に対す
る% 3・65匡6114・26巨613 .531

2.28

2.OI

4。29

4.29 /

性

器

結

核

副

睾

丸

右

左

両

計

前 立 腺

精 嚢 腺

精 管

不 明

陰茎結核疹

/
5 4 3 3 4 19 0.50 0.34

71・ 4 7 7 29 0.77 0.54

Il・ 1 3 4 9 0.24 0.16

13 ・}・ 13 151 57 1.51 1.03

・1 ・1・ ・11・ 26 0.69 O.47

0 0 0 1 ・i 1 O.03 O.02

1 1 3 0 0 5 0.13 0.09

1 0 0 O 0 1 O.03 0,02

0 3 0 0
__._ 一__._⊥ .

1 4 O.ll O,07



小田他:京 都府立医科大学泌尿器科分立前5年 間(1959～1963)の 外来患者の統計的観察145

計 21 15 15 17i26 94 2.41 1。70
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表6膀 胱 疾 患
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(ハ)尿 道疾患

本群中には表7の 如き疾患を含み,そ の数は517例,

外来総数の9%,部 位臓器別第4位 に位する.こ の

うち疾患別第9位 の単純性尿道炎(4.2%),同 第10位

の尿道狭窄(3.O%)は それぞれ本群の1,2位 を占め,

併せて本群の77%を 占める,何 れも男子に極めて高率

である.淋 疾(0.8%)は 全例男子で 極めて低率であ

る.

(二)前 立腺疾患

本群中には表8の 如き疾患を含み,そ の数は495例,

外来総数の9%,部 位臓器別 第5位 に位する.こ の

うち疾患別第5位 の前立腺肥大症(6.2%),前 立腺癌

(1.O%)は 併せて本群の80%を 占める.

ここで尿路性器腫瘍を一括 して表示すると表9と な

る.そ の数は616例,外 来総数の11%に あたる.前 立

腺肥大症(6.2%)に つ いで疾患別第12位 の 膀 胱 癌

(2.6%),前 立腺癌(1.O%)で あ る.腎 癌,尿 道癌が

これに次ぐ,腎 癌,膀 胱癌は男子に,尿 道癌は女子に

多い.な お子宮癌のため膀胱鏡的検査依頼を うけたも

の346例 あ り,総 外来数の6%,女 子の20%,疾 患別

第4位 に位する.

(ホ)睾 丸,副 睾丸,精 索,精 爽腺,陰 嚢並びに

内分泌疾患

本群中には表10の 如き疾患を含み,そ の数は317例,

外来総数の6%,部 位臓器別第7位 に位する.こ の う

ち不妊症(1.3%)副 睾 丸結核(1.0%),陰 嚢水瘤(0.8

%)が 主なもので,併 せて本群の55%に あたる.

(へ)陰 茎疾患

本群は表11の 如き疾患を含み,そ の数は32ユ 例,外

来総数の5.8%部 位臓器別第6位 に位する.こ のうち

疾患別第9位 の包茎(3.8%),亀 頭包皮炎(1.3%),併

せて本群の89%に あたる,
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表7尿 道 疾 患

＼ 一 く 乾 」19・9

尿道結石 嬰

尿道腫瘍 婁

尿 道 炎 婁

5

0

0

5

45

1

196・1961i196219631 計 謄㌘摯魏隣蓼響 髪
2

0

0

4

39

5

正

O

0

6

39

5

3

0

2

3

54

工

2

1

1
6

37

8

1?1418:ま9

327

24

2正4234

20

0.08

1.38

5.65
1.15

0.240
.250.02

0,050
.490

.43

3.874
.240

.36

淋 疾 男 131・ 121・ ・1 46 1.21 0.83

尿
道

狭
窄

男炎症性
女

結核性 男

外傷性 男

25

3

24
1

26

4

28

0

22

4

125137

12

3.30

0.69

2.262
.480.22

,11 1 O 3 6 0.16 0.11

2 5 10 5 ・1 22 0.58 O.40

尿 道下 裂 男i1 1tl 2 2 7 0,18 0.13

尿 道破 裂 男 1}・ 2 ・1・ 5 0.13 0.09

號 加 ン女 ・t1 ・!・1・ 19 0.34 O.10

計 男
女
93107

14

8091

11

92110

18

100107

7

761Q2

26

441517

76 /
7.989

.361
.38

外来総数に対
する%

12・・,1・ ・849.・ ・1・.・ ・1・.99 9.36 / /

表8前 立 腺 疾 患

＼ 一 気1959196・196中962
19631 計 男子外来数 外来総数に

に対する%対 す る%

前立腺結核

前 立 腺 癌

前立腺肥大

前 立 腺 症

前 立 腺 炎

前立腺結 石

前立腺膿瘍

6

4

41

5

2

2

0

3

6

65

8

1

3

1

4

17

59

5

3

3

1

3

19

77

5

6

5

1

10

11

98

11

8

2

0

26

57

340

34

20

15

3

0.69

1.50

8.98

0.90

0.53

0.40

0.08

0.47

1.03

6.16

0.62

0.36

0.27

0.05

計 60 87 92116114・i ・951,・.・6 8.96

外来総数に対す
る% ・β58…1・.16 ・・52巨 ・.97 ・・961/ /

表9尿 路 性 器 腫 瘍

＼-tE
_1・9S91196・196中96211963i

腎 腫 瘍 婁 3
0

0

0

4

1

6

3
3

2

16

6

計

尿管醗 嬰

膀胱鵬 嬰

尿道腫瘍 婁

1
0

18

7

0

5

O

l

19

11

0

4

Q

Q

22

12

0

6

0
0

22

11

2

3

22

男 別 数 外来総数に
に対する%対 す る%

0

0

11

11

1

6

2

92144

52

327

24

O.42

0.35

0.03

0。06

2.43

3。00

0。08

1.38

0.290
.400

.11

0.020
.040

.02

1.672
.610

.94

0.050
.490

.43
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前立腺癌 4 6 17 19 11 57 1.50 1.03

前立腺肥大 41 65 5gl・ ・ 98t 340 8。98 6.16

陰茎腫瘍 1 3 4 ・1 11 11 0.29 0.20

睾丸腫瘍 3 ・}1 3 一 11 0.29 O.20

そ の 他 嬰

計 男女

0

0

1

0

977111383

1612

0

0

lO7126

19

O

O

131148

17

0

1

126146

2Q

2

532616

84

0.03

0.09

/

O.020
.040

,02

9.631L12

1.52

外来総数に対
する%

…711・ ・9SI11・IS12・1511・ ・4 11.12
/
/

/
婦人科腫瘍 39 7gl・ ・ レ6 85 。346 2000 6.26

表10聖 丸,副 聖丸,精 索,精 のう腺,陰 のう,並 びに内分泌疾患

＼ 一 隻

_19・9196・19611962196・ 計 1
男子外来数 外来総数に
に対する%対 す る%

聖 丸 腫 瘍

停 留 睾 丸

萎 縮 肇 丸

聖丸廻転症

副皇丸結核

精子侵襲症

精 管 結 核

精 索 水 瘤

精索静脈瘤

精 液 瘤

精のう腺結核

陰の う水瘤

陰のう内血腫

血 精 液 症

不 妊 症

内分泌疾患

3

5

2

1

13

0

2

2

2

2

0

7

0

2

6

1

3

6

2

0

8

0

1

1

3

0

0

4

1

4

12

0

1

5

2

0

8

2

3

1

4

2

0

9

1

5

5

4

3

6

7

1

13

0

0

1

1

5

1

11

0

5

25

2

1

8

13

0

15

0

0

0

5

2

0

17

2

4

21

3

11

30

26

2

57

2

6

5

15

11

1

48

4

20

691

1・1

0,29

0.79

0.69

0.05

1.50

0。05

0.16

0.13

0.40

0.29

0.03

1.27

0.11

0.53

1.82

0,26

0.20

0,54

0.47

0.04

1,03

0.04

0.11

0.09

0,27

0.20

0.02

0.89

0.07

0,36

1.25

0,18

計 48 45 52i81 91 3171・ ・36 5.74

外来総数に対す
る% 5.284。384.626.65 ・.131 5,74

/
/

/
/

表11陰 茎 疾 患

＼ 一 亀1959196司196119621963
計 羅羅秀贅1鋳撃籍

陰茎結核疹

陰 茎 腫 瘍

包 茎

成形性陰茎硬結

亀頭包皮炎
尖圭コンヂロ
ーム

陰 茎 外 傷

0

1

37

1

10

1

0

3

3

43

2

11

0

0

0

4

42

3

21

2

3

0

2

46

2

19

0

1

1

1

43

4

13

2

0

4

11

211

12

74

5

4

0.0

0.29

5.57

0.32

1,95

0.13

0.11

0.07

0.20

3.82

0.22

王.34

0.09

0。07

計 50 62175 ・・i64 321 8,47 5.81

外来総数に対す
る% {・ ・71

・ ・36651・.・55.・2 5.81 / /
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(ト)そ の他の疾患

本群は表12の 如き疾患を含み,そ の数はユ,081例,部

位臓器別第3位 に位する.全 く異常を 認めぬもの467

例,本 群の43%,疾 患別第3位 に位している,

V治 療 内 容

治療内容を観血的,泌 尿器科的および内科的に大別

したものは表13で ある.652例(11.8%)が 観血的,

493例(8,9%)が 泌尿器科的,1,798例(34%)が 内科

的治療によっている.男 女別にみると観血的および泌

尿器科的処置を うけたものは男子に多くそれぞれ男子

患者の14.2%お よび11.0%,女 子患者では少 くそれぞ

れ女子患者の6.6%お よび4.3%で ある,ま た内科的治

療をうけたものは男女ほぼ同率で男子患者の33.7%,

女子患者の35.8%と なっている.

VI考 按

泌尿器科学が尿路疾患の他男子性器疾患を対

象とする臨床医学である以上,男 子患者数が優

位にあることは推測に難 くない ちなみに外来

患者数の大勢を支配する高頻度疾患をあげると

表14の 如 くである.即 ち①膀胱炎,② 上部尿路

結石,③ 異常なし,④婦人科腫瘍,⑤前立腺肥大

症,⑥ 膀胱神経症,⑦ 腎結核,⑧ 尿道炎,⑨ 包

茎,⑩ 尿道狭窄,⑪ 性的神経症,⑫ 膀胱腫瘍な

どである.前 立腺肥大症,包 茎,陰 萎等が男子

に,婦 人性器腫瘍のため膀胱鏡検査を依頼 され

たものが 女子に限 られている ことは 当然 とし

て,結 石,尿 道炎,膀 胱腫瘍,尿 道狭窄等が男子

に,膀 胱炎が女子に多いことはそれら臓器の構

造上の差異によるものと推測 される.異 常なし

が女子より男子に多 く,し かも20才代の男子に

多いことは注 目に価するところで,こ の年代に

包茎又は性的神経症と診断された患者の多いこ

ととも関連 して,こ の年代の特長 として性病又

は性に関する不安へのあらわれ と考えられる.

以上男女比のよって生ずる因子について概略

的に論じたが,男 女別年令階級別の患者数から

みた順位が全体の場合 と多少異って来ることも

亦当然のことで,表14の 如 くなる.

疾患に特有な好発年令は患者の年令構成に影

響 して,男 女を併せた全体では20才代 と50才代

に,男 子のみでは20才代 と60才代に,女 子のみ

では20才代 と50才 代に それぞれ 峯を 示 してい

る.男 女を併せた全体の20才 代は同じ年代の男

子の異常なし,結 石,包 茎,尿 道炎 と,同 じ年

代の女子の膀胱炎,結 石,膀 胱神経症 とによっ

て支配 され,男 女を併せた全体の50才 代では同

じ年代の男子の膀胱炎,結 石,前 立腺肥大症,

尿道狭窄,尿 道炎,と 同じ年代の女子の婦人科腫

瘍,膀 胱炎,膀 胱神経症 と合せたものが大勢を

決 している.60才 男子では前立腺肥大症,膀 胱

炎,膀 胱腫瘍,尿 道狭窄等が 主役を 演じてい

る.

治療内容の面からみた男女の比較については

別の機会に論ずることにする.

結 語

1959～1963年 の5年 間 におけ る外来患老 の疾

患 別,男 女 別,年 度別,年 令 構成 な どについて

統計 的観察 と多少 の考按 を試 みた.

(1965年10月26日 受付)

表12そ の 他 の 疾 患

＼ 一{」1959196・1961巨96219631 計 男女別総 外 総数に
に対する%対 す る%

夜 尿 症 嬰

尿 失 禁 嬰

乳 康 尿 婁

梅 毒 嬰

灘 稲 婁

9

7

1

2

0

0

5

0

1

Q

11

6

1

3

1

0

2

0

0

0

12

1

I

O

4

0

0

0

4

7

1

0

6

0

2

0

10

6

1

4

1

0

4

1

3

0

4673

27

516

11

1・

2122

1

1・

1.21

1.56

0.13

0.63

O.11

0,00

0.55

0.06

O.16

0.00

0.831
.320

.49

0.090
,290

.20

0.070
.070

.OO

O.380
。400

.02

0.110
.11Q

。OQ
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曲 神経症 妻

そ の 他 婁

異常なし婁

不 明 妻

計
男
女
計

外来総数に対
する%

23

0

13

3

75

20

32

22

159

54

213

24.32

32

2

41

21

79

19

10

4

177

55

232

22.55

36

2

39

12

64
17

23

8

180

41

221

28

2

15

4

78
17

29

9

164

40

204

28

1

19

8

77

21

16

11

159

52

211

137144

7

126165

39

373467

94

llOl64

54

839

242

1,081

3.64

0.40

3.33

2.25

9.84

5.42

2.90

3.11

22.14

13.96

2.502
.630

.13

2.282
.990

.71

6.758
.451.70

1.992
.970.98

15.1919
.574

.38

19.6116.7516.54 19.57 / /

表13治 療 内 容

＼1959

観 血 的 婁
91

20

1960

94

15

1961

146

20

1962

97

23

1963 計 1轡轄 勢 鈷磐駿
110

36

538652

114

14.20

6.57
11.81

外来総数に対
する%

12… レ ・59レ4.73「 ・.・・111。4・ 11.81 / /
泌尿器科的 妻

73

11

73

13

124

26

67

11

81

14

418493

75

11.03

4.33 8.93

外来総数に対
する%

・・591・ ・36113.311・.・ ・!・.43i 8.93 / /

内 科 的 婁

外来総数に対
する%

195

84

195

90

382

179

137

81

369

186

1,2781
,798620

33.73

35.76

31・852・ ・7・1・ ・.7Sl・Z…3.・Q 34.37 /

34.37

/

表14高 頻度疾患の年令階級別男女別百分率

膀 胱 炎

上 部 尿 路 結 石

異 常 な し

婦 人 科 腫 瘍

前 立 腺 腫 瘍

膀 胱 神 経 症

腎 結 核

尿 道 炎

全 階 級

男 女 計

②

10.42

①

11.96

③

9.84

/

④

8.98

⑧

4.01

⑩
3.33

①

30.74

④

6,81

①

16.80

②

10.34

9441曾46

②

20.OO

/

③

8.88

⑤

6,40

⑤ ⑧

5.651.15

④

6.26

⑤

6.16

⑥

5.54

⑦

4.29

⑧

4.24

20才 代

男 女 計

⑦

4.63

②

14.35

①

42.82

②

13.81

① ③
20.628.94

/

/

⑥

6.18

/

/

④

7.86

②

14.22

②

14.22

①

17.69

/
④

10.81

/

/

⑥

6,60

/

⑤

1.08

/

⑤

8.37

50才 代

剃 列 計

副 、曾83

②

12.27

/

④

4.49

/

①

16.53

③

9.01

/

/1,9L。gl,9:。 、

1縛88/

⑥

2.54

/

③

9.94

/

④

6.32

⑤

5.65

/

60才 代

剃 女 計
②

15.65

/

/

/

⑤

6.94

⑤

0,96

①

32.17

/

/

曾、、/

②

35.15

/

②

20.80

/

//

① ③

35.769.44

/

/

/

/

①

23.68

/

/

/
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包 茎

尿 道 狭 窄

性 的 神 経 症

膀 胱 腫 瘍

⑥

5.57 /

⑦ ⑨
4.040。69

⑨ ③

3.8211.53

1?99/

⑨

3.64

⑪

2.43

⑩ ⑪ ⑤
O.402.636.90

⑦

3.00

⑫

2.61 /

/

/
⑥

0.81

/

④

8.64

1/
⑦

5.37

/

/

④

8.80

/

/

/

⑤
0.96

/

/

/

⑥

5.51

/

/

/
④

7.83

/

/
④

1.82

/

,P:。,ligL85

/
⑤

6.24

/
③

9。44




